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第 2 章では， 14MeV中性子発生装置を用いた迅速酸素分析計の開発を行ったところを述べている。
とくに新しい中性子束規格法を企画し，電気自:tcR回路によるモニタリングシステムを開発している。
これを全自動酸素分析計の試作に資すると共に，酸素分析における問題点を吟味し， 100 ~300 mgの
酸素を含む試料に対し 3~5%の標準偏差で分析結果が得られることを示している。
第 3 章では，プラセオジムとネオジムの混合試料中のプラセオジムの本法による分析にさいして，




























(2) プラセオジム -140 の消滅ガンマ線を同時計数することによりネオジムの共存妨害を克服してい
る。
(3) ヨウ化ナトリウム検出器による複合ガンマ線スペクトルを電算機により解析し，多種元素共存時
の同時分析に成功している。
:4) ゲルマニウム検出器の適用性をも検討している。
~ 5) 数秒以下マイクロ秒に至る半減期核種の分析を可能にしている。
以上のように本論文に見る業績は原子力工学の発展に多大の貢献をもたらすものである。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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